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究 詐，各方面で行７われている。主坂外分粧による解杵では,  1 の取う上げる項目によう

結 菓にj§少の差位は生じるが，才昌 孝1  の主成分 どI て，幅有閑係項乱 高径項9   が明

ら力ヽ I- され，姿勢を含む形態項目は,   牙3  ,   牙牟の主成分として位置ブIT されるようであ

る。更に形態因子を求めるには, 測定データーのi まよ 仁 比率による分棺が優 れている

事も指適されている( 人間工嘗会誌劃2 巻・中尾氏) 。1 こで今回μ≫長の高低 に考与串

犬の部長を() でヽき, 着長塞抹 戈のい?) である休幹部の形徳，特に晋勢の表出 する側面の形

態に焦か,をあて，体幹長に対する各部の比率を用いて形態の把握を試みに。
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に撮影i に写真を徴料と11 ≒ 写真ほコンヲツフ入R  T SI!, ゾナーレンズT 砧mmF 2.Sを

用い, 審大に引? 神ぼしに正s, 側面写真および肩真上から撮影し,   約十大に引き伸 ばし

た肩C) 写真である. 解杵 に凧い仁項剛n,　長径，側5[v  Iレエット 項恥 厚径，幅径の32 li
a ( 体幹長に坊する比), 角度3 項a, 示数 ぷ項i  の計初項a  を用いてn 子分杵を行なっ
n.
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部C7)扁平形態を表わ寸1*1子Tメ ，に。牙2  因子li,   腕付根位の高さ( 肩傾斜) を表 わす因

3- Tメ う，才3  因子は，腕付根位( 肩先か,) の勧夏?)仮うと前後酸嘱級の傾斜に閲わる因

子て' り->   た.
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